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人道・博愛の赤十字精神のもと、
人 に々愛され信頼される病院を目指します。
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・安全・確実な医療を提供します。
・常に研鑽を行い、質の高い医療。看護に努めます。
。人権を尊重し、説明と同意に基づいた医療を行います。
・適切な連携を図り、地域医療に貢献します。
・積極的な災害救護活動を行います。
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①個人の尊厳を尊重します。
②最善の医療を受ける権利を尊重します。
③医療に関して知る権利を尊重します。
④プライバシーが守られる権利を尊重します。
⑤治療等について自分で決定する権利を尊重します。

織織ざ卜1=難 熱掛
①プライバシーを守り、人権を尊重します。
②迅速で思いやりのある対応を心がけます。
③常にわかりやすい言葉で説明します。
④同意に基づき、適切な医療を行います。
⑤医療人として、日々 研鑽に努めます。
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人間 を救 うのは、人 間だ。our world bur move
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日赤病院で一番お世話になつているのはおそらく私の医

院でしよう。年間約200人 の患者を紹介し面倒を見てもら

つております。20数年前、由茅外科部長とお会いして以来

のおつきあいです。石田院長以下外科の先生方と全科に

お世話になつております。私は32年前京都から広島へ帰

つて5年後に開業医となり今年で28年 目になります。私の

医院は消化器科外科内科ですが、開腹術は開業当時数例

のみで、入院は肛門疾患が主です。広島へ帰つて約6,000

例の肛門手術をしております。外来は年間約2,500例の

超音波検査と胃大腸内視鏡検査を約3,000例 やつており

毎年約50例 の癌を見つけております。癌の60%|よ大腸癌

20%が 胃癌です。甲状 1泉癌が多い年で10例 、乳癌が4例 、

膵癌は開業以来11例ありました。又、当院では漢方薬も使

用しており、開業時より100処方を使つております。今年6

月より長男が千葉より帰つて来て、内視鏡の80%をやつて

くれます。胃大腸内視鏡は12本 、洗浄機も2台あり、1日 30

例までの内視鏡検査は可能です。私も75歳を過ぎて、気力

は若い時と変わりませんが、さすがに疲れを感じる様にな

りました。少しずつ息子に譲つていくつもりです。私の趣

味は海釣りと珍しい植物。特に外国のイチジクが自宅と医

院の屋上に約50鉢 あります。親子共々日赤の先生方にお

助けいただいて癌の発見を続けていくつもりですので、

どうかよろしくお願い申し上げます。
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神経内科としての専門性を持ちつつ、よろず相談所、ホームドクターとして幅広い診療をしています。
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限られた時間の中で正しい診断をすること。それから、こちらに頼つて来ていただいたからには、患者さんが将来に希

望を持てるように、という気持ちで診察しています。

一人ひとりをできるだけ丁寧に診て、患者さんに満足して帰つてもらいたいです。

● 甕 多 :≡ ≧ 萎す可 旱 季 姿 を 筆 え て 三菱 菱 電F聾 争

一人の患者さんに対して、診察、予後の予測をし、できる範囲で将来にわたつて経過を見守ることが開業医の責任・責務

であり、また、メリットであると思つています。
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以前、日赤病院に5年 間いたので、その時の人脈を生かしています。

専門のスタッフがたくさんいますから、一人で患者さんを診るのではなく、病院のスタッフ全員を味方にして、一緒に

患者さんを診ていると思つています。少しでも患者さんのためになるなら、協力していきたいです。


